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＜組合データ＞
所 在 地：群馬県太田市由良町３３０
組合員数：９１４名

部労協・しげる工業労働組合

　私たち正田製作所労働組合は、組合
員一人一人が未来に向けてより楽しく、
安全で健康的な毎日が送れるよう活動
をしています。
　暖かくなるゴールデンウィークには毎
年恒例行事として、イベントの開催と
バーベキューなどを会社と共に行って
います。

　私たちしげる工業労働組合は、木村執行委員長を筆頭に、
山口副執行委員長、吉垣書記長、執行委員８名の１１名体制
で、組合活動に取り組んでいます。しげる工業（株）は、高度
な樹脂加工技術をベースに、自動車内外装部品をはじめ、多
種多様な製品を製造し、市場のニーズに応えています。

＜組合データ＞
所 在 地：群馬県桐生市新里町板橋３２０－１
組合員数：１０８名

午前の部　ウォーキングクリーン大会

午後の部　バーベキュー

しげる工業労働組合　執行部

マス釣り＆掴み取り いちご狩り

午前中は会社の周りのごみ拾いをして重さを競い合い、
午後には会社を借りてみんなでバーベキューを行いました。

部労協・正田製作所労働組合

　ＳＵＢＡＲＵ関連労働組合連合会（ＳＵＢＡＲＵ労連）は、SUBARUを中心に製造・販売・輸送・一般業種の
企業の労働組合が結集した組織です。
　労働組合の原点である「一人ひとりが、各組織、単組・支部が、力を合わせる」ことで、様々な課題の克服
に日々取り組んでいます。

SUBARU労連　29,668名
（SUBARU関連労働組合連合会）

SUBARU労組
17,021 名

スバル販労
7,115 名
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レクリエーション活動では、組合員の家族の皆さんにも、参加しやすいイベントを企画しています。
　夏には、マス釣り＆掴み取りを開催し、大人も子供も楽しめるイベントになっています。冬には、いち
ご狩りを開催しており、組合員の家族も一緒に楽しめるイベントを行っています。その他にも、様々なイ
ベントを通じて、組合員同士の交流が深まる活動を行っています。

～ SUBARU労連とは ～ＳＵＢＡＲＵ労連の仲間の活動紹介

SUBARU労連　き　ず　な　第78号

30期運動方針 具体的な活動

【働く】いきいきと安心して働くことができる環境づくり
　・グループ全体の基盤強化につながる取り組み
　・魅力ある労働条件の実現に向けた取り組み

・他組織との意見交換
・総合生活改善
・労働諸条件改善

【仲間】仲間の一体感や組織力向上の取り組み
　・役員のスキルアップにつながる取り組み
　・ジェンダー共同・多様性推進の取り組み
　・スケールメリットを生かした福利厚生の充実
　・上部団体と連携した取り組み
　・情宣活動
　・組織運営

・各種研修やセミナー
・お互いを知る活動等の交流会
・ジェンダー共同・多様性等の研修
・提携施設等の福利厚生
・上部団体の研修
・LINEやホームページ等の情報宣伝

【生活】だれもが安心・安全で暮らしやすい社会づくり
　・政治を身近に感じ、関心を持ってもらう活動
　・社会貢献活動の取り組み

・クリスマスチャリティー公演
・チャリティーきゃらばん
・各種ボランティア活動
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（6事務所）
レクリエーション活動では、組合員の家族の皆さんにも、参加しやすいイベントを企画しています。
　夏には、マス釣り＆掴み取りを開催し、大人も子供も楽しめるイベントになっています。冬には、いち
ご狩りを開催しており、組合員の家族も一緒に楽しめるイベントを行っています。その他にも、様々なイ
ベントを通じて、組合員同士の交流が深まる活動を行っています。

～ SUBARU労連とは ～ＳＵＢＡＲＵ労連の仲間の活動紹介

2024 年４月 12 日
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　2024年4月からトラックドライバーの時間外労働の960時間上限規制と改正改善基準告示が適用され、労働
時間が短くなることで輸送能力が不足し、「モノが運べなくなる」可能性が懸念されており、このことを「物流
の2024年問題」と言われています。

物流の２０２４年問題を知っていますか？

　2024春の取り組みにより、大幅
な賃金改善が実現しました。毎年
改善を積み上げ続けていることが
SUBARU労連の特徴です。右の
グラフの改善分で示されていると
ころが、ベースアップ等の改善が
行われた部分です。この賃金改善
を続けていくには、自分が成長し
て、業務を効率的に進むよう改善
していく等の生産性向上と、稼ぐ
力をつけていくことが必要です。

　
　今後は非正規雇用労働者の賃上げや、組合に加入していない立場の弱い労働者を含めた全体の賃上げに
焦点が当たっていくことが予想されます。

SUBARU労連の賃金改善

SUBARU労連　平均賃金改善推移

改善分 総額
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3,000

2,000

1,000

0 2021年 2022年 2023年 2024年

指数（改善分） 指数（改善分）

1,897 1,986 

3,699

5,773
5,320 5,379 

7,371

9,070

【
上
限
規
制
】

（
一
般
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者
）

法律で定められた
労働時間の限度
1日8時間及び
週40時間

36協定で定められる時間外労働の
上限は、原則月45時間・年360時間
特別な事情があり労使が合意した場合、
720時間とすることができる
　　　　　⇩
トラックドライバーについては⇒960時間

これを超えるには、
36協定の締結・届け出
が必要

私たちができること

物流2024年問題における様々な影響の可能性

・宅急便が届きにくくなる
・遠隔地からの製品が入手しづらくなる
・コンビニ、スーパーでの欠品が起こりやすく
なる

一般消費者への影響

・運航ダイヤの見直し、運航地域の見直しが
必要
・長距離輸送から中・近距離輸送へのシフト
が必要

物流事業者への影響

・出荷、着荷体制の見直しが必要
・納品期限、物流経路の見直しが必要
・山地や輸送方法の見直しが必要

荷主への影響

・労働時間短縮や長距離運行の縮減により収
入源につながる可能性

ドライバーへの影響

より詳しく知りたい方
は「運輸労連」HP

私
た
ち
が
美
味
し
い
プ
リ
ン
を
食
べ
ら
れ
る
の
も
、

た
く
さ
ん
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
た
ち
の
お
か
げ
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
運
輸
労
連
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

トラックドライバーのためにもご協力をお願いします

SUBARU労連　き　ず　な　第78号
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春の交通安全運動が始まります

◎今年はGWの帰省やレジャー等による車や二輪車の運転機会が増えると予測される為、GW前
の約1ヵ月間の取り組み期間となりました。

　2024年3月19日（火）参議院予算委員会において、私達の代表
である『はまぐち議員』が「自賠責保険の早期繰戻し」「自動車整
備士の処遇改善」「交通事故者ゼロを目指すビジョン・ゼロ」につ

いて各大臣に質疑を行いました。
　当日はSUBARU労連の国会見学もあり、予算委員会を傍聴すること
ができました。
　SUBARU労連での意見交換の中では、まさに自動車整備士不足につ
いての質問があり、整備士への処遇改善に対する訴えをリアルタイムで
観ることができました。
　ところで、なぜ『自賠責保険の早期繰戻し』に言及しているのでしょうか？
　言及している理由は国の財政悪化事情で一般会計へ繰り入れた（貸し
出した）自動車ユーザーの自賠責保険の運用益6,000億円が未だ戻され
ていない状況だからです。直面する課題は自賠責保険制度が担っている
被害者救済事業が先細りとなり、ひき逃げ事故などによって後遺障害を負った被害者の救済ができなくなって
しまう（救済金が不足）懸念がある為、早期の繰戻しに言及しているのです。

　2024年3月8日（金）参議院予算委員会において、私達の代表で
ある『いそざき議員』が「賃上げ」「価格転嫁」「ガソリン減税」につ
いて岸田総理に訴えました。
◎今回、訴えた内容は国民の生活に大きく関わることです。また、
自動車産業で働く私達にとってはとても重要なことですよね！

特に皆さんが気になっていることは「ガソリン減税」ついてでしょうか？
いそざき議員からは　
①4月以降、ガソリンの補助金（約20円）がなくなり、経費がかさむことが想
定され経営者の判断に影響。自動車に携わる事業者やユーザーにとって
も影響大。ガソリン価格を抑えることで可処分所得を増やし、個人消費を
増やすことにつながっていく。

②現在、ガソリン価格は170円台の前半だが、補助金による激変緩和措置は
今年の4月末に終了する。

③5月以降の出口戦略として、トリガー条項の発動/議員立法の準備を進め
ている。是非、検討いただきたいと国民や働く労働者の目線に立っての質
疑を行いました。

組織内議員『いそざき哲史』『はまぐち誠』活動紹介

いそざき哲史 議員活動

はまぐち誠 議員活動

国会見学 2/26 いそざき事務所にて 国会見学3/19 議事堂前にて いそざき議員と気さくに雑談

はまぐち議員

いそざき議員

≪政治を身近に感じる、組織内議員を知ってもらう活動≫　
2/26、3/19国会見学・国政懇談会を開催しました。次回開催：5月21日（火）12：30～

期間：2024年４月6日（土）～５月12日（日）

≪自動車総連≫　今年のスローガンは？

安全運転スイッチON気持ちに余裕をもとう！
スローガン

　昨年（2023年）の自動車総連内での通勤における重大災害は直近5年間で最多の件数でした。（7件）
　特に自動二輪車（バイク）による災害は半数以上を占め、夜勤に向かう途中や夜勤後の暗い夜道の運転中に
事故に遭遇してしまったという状況です。
　バイクに限らず、車や自転車、また歩行する際は慎重な運転とスローガンにもある余裕をもった行動を心が
けていきましょう！
◎スローガンにある『気持ちに余裕をもつ』にはどうすれば良い？
　自動車やバイクの運転は下図①のようなサイクルで成り立っており、「認知」（見る）の欠如による事故が
全体の7割を占めています。では周りをよく見れば事故は起きないのか？人間の目には限界があり、死角から
の突発的な危険に対処することは困難です。そこで、「認知」と並んで下図②の「予測(かもしれない)」をす
ることで事故を未然に防ごうとするのが「危険予知」の考え方です。この場面ではこれが危険と予測し連想
することによって危険に対する準備や心構えができるようになります。このような気持ちが焦らない行動、運
転につながり結果、余裕がもてる判断ができるようになります。

【対策】として考えられること ①～④
　人や対向車と接触する可能性が高いので、すぐに停止できるような速度で走行することが大切です。

予測することが大切

　実際に起きる場面を予測して自分なりに危険と思われることを考えて
みてください。予測されることは下図に示していますが、この他にも危険
と思われることはたくさんあります。では早速チャレンジしてみましょう。
場面は車で走行中、前方左側にトラックが停止している状況です。

右の写真から危険予測（KY）をしてみましょう！
◎車で走行、前方左側にトラックが停車している状況

トラックの後ろから出て
くる歩行者と衝突の危険危険❶ トラックの前から出て

くる歩行者と衝突の危険危険❷ 前方から来る自転車と
衝突の危険危険❸ トラックのドアと

衝突する危険危険❹

SUBARU労連　き　ず　な　第78号
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　「令和6年能登半島地震」により被災された方々に、心からお見舞い申し上げます。
　被災された組合員をはじめ、被災地の方々への支援を目的として募金活動を実施し、SUBARU労連加盟
の32単組支部より 5,781,939円 の募金が集まりました。
　お預かりした募金は、被災された組合員へのお見舞い金と被災地域の福祉活動に充てる予定です。
　募金活動にご協力をいただいた皆様に心よりの感謝を申し上げるとともに、被災地の一日も早い復興を心
よりお祈り申し上げます。

令和6年能登半島地震募金へのご協力ありがとうございました

福　利　厚　生

2024年 5月31日（金）まで

今回の災害で被災された方々やご家族の方々には、
心からお見舞い申し上げます。
私たち一人ひとりの力は小さなものですが、困難な
時だからこそ協力しあい、支え合う事で、大きな力
に変えられると信じています。
被災地の方々が一日でも早く普段の生活に戻れるこ
とを願い、心から応援しています。

坂本工業労働組合一同

ヨシカワ労働組合
募金活動の様子です。組合員さ
んからの想いを預かりました!!

2024 年４月 12 日 SUBARU労連　き　ず　な　第78号


